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不準物状態.および不純物スピンが不規則にはい った系でのスピシ準 をペグ 十
ルを調べ るために,有限個olスピン系を電算機を用いて厳密に解い普 o








不規則に不純物を含んだ系E,こついては, 12個中 6僧を不純物で浴 きかえ,
すべての ccnfiglユra･tionについて.1magnon準位を求めたO スペクトル
にはい くつかの鋭い山が現れた. この鋭い山はスピン系の局所的な構造 より生
ずる不純物準位 と密接に関係Lでいることが示されたO
キュリー点近傍における電気抵抗の異常､
(寓 成 勲 )
強磁性金属のキュリー暮近傍におをナる電気抵抗の温度倣係数の埋論的解析 を
行なった O 近時ここの倣係鍵のキュリー点における異常性が爽威的に指摘され
長が;我 々は七の問題 をS,-且屯デルの立場から埋論的に検討している｡ 電気
抵抗の温度倣係数がキュ7]-温度で発散するこ と及び その発散の程度が温度の
閥3&として (T-Tc)~2の程度であることが示された O 計勤 ま更に目下進行中
であるが∴結果の一部は統計力学頭株会韓 (京都市 45年 9月)において発表
したO
工.Ma.nnari.;
Anomaly inElectricaユResigもivity c)fFerromagnetic
MetalsnearTc
Phys.Letters｣建旦 (1968),.154-155.▲
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